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目的 fotemustine による肝動注塞栓療法の臨床効果を調べる 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

眼球悪性黒色腫の肝転移。 評価可能症例 30 例 奏効率

40％、奏効期間中央値 11 月、生存期間中央値 14 月、LDH が

予後因子、副作用は軽く、外来中心で投与可能だった。 

 

結論 

塞栓術と同等の奏効率と生存期間がえられた。RCT が必要で

ある。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 

備考 
 

レビューワー氏名 宇原 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（IV）  
Fotemustine による肝動注塞栓療法の臨床効果に関する代表的な

論文。Fotemustine は本邦では薬価収載されていない。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




